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研究成果の概要（和文）：本研究は、勤労者の健康増進と生活習慣病予防を図るため、産業保健における食育と
食環境整備の介入効果を客観的指標により詳細に解析し、検証することを目的とした。本研究の対象である複数
の職域では血圧罹患者の割合が高いことが健康課題としてあげられた。尿中推定食塩摂取量が高い群では、比較
的血圧値が高値であり、また、塩分摂取に関する意識の状況も良くなかった。一方、交代勤務を行っている勤労
者では、主食主菜副菜の3要素を揃えて食べる割合が日勤群よりも低かった。今後も引き続き、対象職域の産業
医、産業保健師等と連携し、栄養・食生活面からのサポート体制の確立を目指した研究を進めたいと考える。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to analyzed the intervention effect of dietary
 education and dietary environment improvement in occupational health field using objective 
indicators. There was a health problem that the percentage of people suffering from hypertension was
 high in the subjects of this study. The estimated high salt intake group had high blood pressure 
and had a low consciousness of salt reduction. Furthermore, the shift workers had a lower ratio of 
eating the three type of dishes include staple food, main dish and side dish than the daily workers.
 In the future, we want to establish a dietary support system in cooperation with industrial 
physicians and occupational health nurses in the target occupational field.

研究分野：応用栄養学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
高齢化が進行した我が国において、慢性疾患の罹患者が増加し、 生活習慣を起因としたメタボリックシンドロ
ームが大きな社会問題となっている。生活習慣病の多くは中年期以降に発症するため、その制御のためには20代
以降の勤労世代に対する取組みが肝要であると考えられる。本研究では産業保健における食・栄養面からの取り
組みが勤労者の健康維持・増進と疾病予防に及ぼす影響を解析・検証することを目的に実施したものである。本
研究成果から明確になった課題より、関連職種と連携を図りながら、食・栄養面からのサポート体制の確立につ
なげることで、産業栄養分野の発展に寄与できるものであると考える。
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 式	
 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通）	
 
１．研究開始当初の背景 
	
 わが国は高齢化が進行し、世界一の長寿国となっている。同時に、慢性疾患の罹患者が増加
し、	
 生活習慣を起因としたメタボリックシンドロームが大きな社会問題となっている。生活習
慣病は、	
 複数の遺伝因子と環境因子が絡み合って発症する多因子遺伝性疾患であるが、環境因
子を適切に制御することで発症や進行を抑制することが可能である。そのため、健康の維持・
増進及び生活習慣病予防のためには、適切な身体活動・休養とともに、適切な栄養摂取を目指
した栄養・食生活の面からの取組みが、非常に重要であると考えられる。	
 	
 
	
 生活習慣病の多くは中年期以降に発症するため、その制御のためには 20 代以降の勤労世代に
対する取組みが肝要であると考えられる。しかしながら現代の勤労者は、その職務内容により
不規則な生活を余儀なくされる者が少なくなく、自身の努力のみでは理想とされる健康的な食
生活を実行することは必ずしも容易ではない現状にある。勤労者が長時間過ごす場が職場であ
ることを考慮すると、産業保健における取組みが非常に重要な世代であると考えられる。国の
健康づくり対策(健康日本 21(第二次))においても、生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底
のために、	
 食生活の改善等による一次予防と重症化予防に重点を置いた対策を推進することと
しており、職場等における社会環境の整備と栄養・食生活等の生活習慣改善に関する目標値を
定めている。	
 	
 
	
 我々はこれまでに職域を対象とした長期的な介入研究におけるポピュレーションアプローチ
として、従業員食堂を積極的に活用し、基本的な食習慣等を身につけてもらうための情報提供
を中心とした食育及び食堂で提供される食事内容の評価・改善による食環境整備を実施し、こ
れらの取組みが勤労者の健康維持・増進と疾病予防に効果的であることを示してきた。しかし
ながら、詳細なエビデンスの集積は未だ不十分であると考えられる。	
 	
 
 
 
２．研究の目的 
	
 産業保健の場において、栄養・食生活の面からのサポート体制を確立することは、勤労者の
健康増進と生活習慣病予防において必要不可欠であると考えられる。本研究では、勤労者の健
康増進と生活習慣病予防を図るため、産業保健における食育と食環境整備の介入効果を客観的
指標により詳細に解析し、検証することを目的とした。	
 
 
 
３．研究の方法 
	
 研究協力の承諾が得られた複数の職域における各勤労者の健康状態の把握及び現状の労働環
境における健康課題を明確にするため、健診成績等を解析した。明らかになった健康課題に関
して、特に栄養・食生活等の生活習慣に関する事項を中心に作成したアンケート調査を健診時
に実施し、健診成績と併せて解析を行った。そして食育と食環境整備による介入実施を試み、
その効果について比較検討を行った。さらに、本研究における取組みの改善点を検討し、以後
も長期的な取組みとして定着を図ることを試みた。  
	
 
	
 
４．研究成果	
 
	
 本研究の対象である複数の職域において、各勤労者の健康状態を解析したところ、高血圧罹
患者の割合が高いことが健康課題としてあげられた。そこで、対象職域において、スポット尿
を用いた推定食塩摂取量の算出及び尿中 Na/K 比値の測定を行った。また、アンケート調査によ
り、塩分摂取に関する状況・意識等の解析を実施した。対象職域においては、尿中推定食塩摂
取量が高い群では、低い群より比較的血圧値が高値であり、また、塩分摂取に関する意識の状
況が良くないことが示された。また、対象者の年代別で解析を行ったところ、20 代と若い年齢
ほど食塩摂取量が高い一方で、Na/K 比が高値であり、K摂取量が少ないことが推察された。対
象職域の勤労者には、本研究結果を返却する個人シートを作成し、減塩に関する情報とともに
返却をする等の情報提供を行った。また、交代制勤務のある職域では、主食・主菜・副菜の食
事の 3要素の組み合わせが揃っているかいないか等の検討も実施した。交代勤務を行っている
勤労者では、3要素を揃えて食べる割合が日勤群よりも低く、これらの点をサポートしていく
必要性があると考えられた。本研究の対象職域では、社員食堂のない職域があり、それがある
職域と比べると、食環境整備の実行が難しく、実際には情報提供に偏る傾向がみられたため、
今後はそういった課題に対応するためにも、引き続き、対象職域の産業医、産業保健師等と連
携し、栄養・食生活面からのサポート体制の確立を目指した研究を進めたいと考える。	
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